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KAC Performing Arts Program 2017 / Contemporary Dance 国際共同製作

R E / P L A Y  D a n c e  E d i t
アジア各地で、現地のダンサーたちと再制作を重ねてきた本作。今回

の京都公演では、これまでに本作に参加した日本、カンボジア、シン
ガポールからのダンサーに加え、2017年5月のオーディションで新たに斉
藤綾子、吉田燦の2名のダンサーを選出しました。
　斉藤綾子は大阪在住、サイトウマコト作品の振付助手を務めるなど、関
西を中心に様 な々振付家の作品に参加しています。吉田燦は静岡在住の
新鋭18歳。幼少からのダンスの素養に加え、メルラン・ニカヤム作品での
ツアー公演参加を機に、活動の幅を広げています。

―今回、普段はアジアの別の場所、別の文脈で活動するダンサー達と
の共演になります。また、それぞれのダンサーが自分自身の振付を行いま
すね。お二人にとって、自分の踊りのルーツや、それを構成する要素とはど
ういうものでしょう。
斉藤：ジャンルではクラシックバレエとジャズダンスが基ですが、幼い頃
から稽古場や劇場に「ずっと居る」機会に恵まれた事が、今の私に大きく影
響しています。
吉田：私のダンスのルーツは日常の生活の中にあると思います。もちろん
今まで、クラシックバレエやヒップホップなど、様 な々ダンスも習ってきまし
たが、身体の中から自然と出て来るものが、私のダンスの一番のルーツな
のかなと思います。

―この作品では、繰り返すことと繰り返せないことが重要な鍵になってい
ます。ダンスや普段の生活の中で、二度と繰り返せないと思うことはどんな
ことですか？
斉藤：舞台は繰り返せないものだなと最近改めて思います。やればやる
程、日に日に新しくなってしまう。もちろんそこが好きだし、繰り返す度に変
わってゆく面白さを感じます。
吉田：私はダンスを含め、生活においてのすべてのことが二度と繰り返す
ことはできないものだと感じます。同じように感じることがあっても、まったく
同じということは二度とないと思うから。

更に東京から、橋本匠との共作で2016年横浜ダンスコレクションコンペ
ティションⅠ 審査員賞を受賞、踊り以外にもドローイングやイベントの企画を
行うなど多角的な表現と、清新な身体感覚で注目を集めるAokidが新たに
参加します。

◎演出

多田淳之介（ただ じゅんのすけ）
1976年福井県生まれ、神奈川県、千葉県育ち、埼玉県在住。演出家。東京デスロック主宰。古典、現
代劇、ダンス、パフォーマンス作品まで、言葉、身体、観客、時間によるその場での現象をフォーカス
した作品を創作。全国の公立文化施設、教育機関でのアウトリーチや創作、アジア、ヨーロッパでの
海外共同製作など「地域密着、拠点日本」をモットーに活動する。2014年韓国の第50回東亜演劇賞演
出賞を外国人として初受賞。2010年より富士見市民文化会館キラリふじみ芸術監督、2015年より高
松市アートディレクターを務める。

◎振付・出演

Aokid（アオキッド）
1988年東京都生まれ、東京都在住。14歳の頃よりブレイクダンスを始める。
2008年まで日本を代表するブレイクダンスチーム廻転忍者の一員として活動。
東京造形大学映画専攻在学中より、イベントやパフォーマンス、コンテンポラリー
ダンスとしての上演作品制作などを始める。東京ElectrockStiars作品参加など
を経て、アーティスト橋本匠との共作『フリフリ』が2016年横浜ダンスコレクショ
ンコンペティションⅠ審査員賞を受賞。現在、aokid	city、どうぶつえんなどのプ
ロジェクトやイベントを室内や野外でそれぞれ進行している。

斉藤綾子（さいとう あやこ）
1990年大阪府生まれ、大阪府育ち。現在も大阪府在住にて、関西を拠点に活
動。幼少より踊り始め、大阪芸術大学舞台芸術学科舞踊コース卒業。在学中
に望月則彦作品『カルメン』でカルメン役を踊る。卒業後は「斉藤DANCE工房」
に所属しながら、サイトウマコト、高野裕子、素我螺部、今中友子、きたまり/
KIKIKIKIKIKI	などの作品に出演。サイトウマコト作品では振付助手を務める。
2016年より益田さちとのユニット「...1[アマリイチ]」での活動を始める。

吉田燦（よしだ さん）
1998年静岡県生まれ、静岡県育ち、静岡県在住。6歳より前田バレエ団にてク
ラシックバレエを始め、15歳よりgrand-Gee-groovyにてヒップホップ・ソウル
ダンス・ロックダンスを始める。2013年より静岡県舞台芸術センター（Shizuoka	
Performing	Arts	Center	:	SPAC）主催、カメルーンの振付家メルラン・ニヤカム
作品『タカセの夢』『ANGELS』の2作品に参加し、カメルーン公演・韓国公演・国
内公演に出演。2016年には西アフリカのブルキナファソにて、アフリカンダンス
のワークショップに参加。その他、京都・福岡等で国内外の振付家のワークショッ
プ等に参加し、国内及び海外作品出演を目指している。

Profile2012年に初演されて以来、横浜、カンボジア、シンガポールにおいて、再制作上
演が行われてきた『RE/PLAY	Dance	Edit』。5年の歳月を経て、満を持しての京
都での上演です。

様 な々躍りのありさまを観られる本作。ダンサー達と、もしくは観客同士が本作について意見を
交わせる関連プログラムも用意しています。公演と合わせてご覧ください！

谷竜一（アートコーディネーター）

―『RE/PLAY Dance Edit』への出演は初めてですね。
Aokid：普段の活動はドラマーやシンガーソングライター、作曲家、劇作家、
詩人など、バラバラなジャンルの人との共演が多く、クリエイションを通して
徐 に々コミュニケーションを取っていく感じなのですが、今回はダンサー同
士なので、また違うプロセスになるのかなと期待しています。これを機会に
それぞれがどんなやり方をしているか、どんな景色を見ているのかを聞け
るんじゃないか、見られるんじゃないかと楽しみです。

　国外だけでなく、国内からも多彩な文脈や背景を持つダンサー達が集ま
る本作。スタイルや国境を越えて、踊ることの謎と驚きを見せてくれること
でしょう！

KAC Performing Arts Program 2017 / Contemporary Dance 
国際共同製作 『RE/PLAY Dance Edit』
日時：	11月25日（土）19:00、26日（日）15:00　会場：講堂
演出：多田淳之介
振付・出演：きたまり、今村達紀、Sheriden	Newman、Narim	Nam、

Chanborey	Soy、Aokid、斉藤綾子、吉田燦
料金：	一般前売2,000円／当日2,500円、U25割引1,000円（前売のみ）
チケット取扱：京都芸術センター

[関連企画]

ウェルカムパーティー＆ディスカッション「あなたのまちの踊りを教えて！」
日時：11月19日（日）18:00－20:00　会場：フリースペース
ゲストスピーカー：Sheriden	Newman（シンガポール）、Chanborey	
Soy、Narim	Nam（プノンペン）、Aokid（東京）
料金：	500円（ドリンク・フード付）　定員：40名（要事前申込）
※日英逐次通訳あり

※イベント情報（P2）もご覧ください

批評プログラム「〈批評〉をRE/PLAYする」
『RE/PLAY	Dance	Edit』上演後に、公募で募集した批評執筆者による
ディスカッションを行います。執筆者は10月31日（火）まで募集します。
日時：11月26日（日）17:00－19:00　会場：和室「明倫」
ナビゲーター：藤原ちから（批評家・編集者）
料金：無料　定員：20名（先着順）
※募集情報（P2）もご覧ください

主催：	京都芸術センター、NPO法人Offsite	Dance	 Project、RE/
PLAY	Dance	Edit実行委員会
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主催：	Rosetta Contemporary Ensemble、
京都芸術センター

　WEB：https://rosetta-music.com/ja/call-for-scores

第4回「藝文京展」
今回は立体造形作品を募集します。
限られたスペースの中で、いかに多様な
姿・かたちを表すことができるのか。手元
にとどめ、暮らしの空間に愉しさや豊かさ
をもたらす、造形美とオリジナリティに富
んだ立体造形作品を期待しています。
募集分野：立体造形
テーマ：フォームとフィギュア
締切：	11月30日（木）〔必着〕
審査員：伊勢信子（立体造形作家、京都市芸
術文化協会評議員）、小清水漸（彫刻家）、近
藤髙弘（陶芸・美術家）、建畠晢（京都芸術セン
ター館長）、中ハシ克シゲ（現代美術家）
応募資格：性別、年齢、国籍、所属、経歴不

問。個人のみ（グループでの応募は不可）
登録料：5,000円

募集要項および応募用紙は、同セン
ターにて配布中。ウェブサイトからも
ダウンロード可。

批評プログラム「〈批評〉をRE/PLAYする」
批評執筆者募集
条件：	ダンスなど舞台芸術の批評の重要

性を理解し、今後、継続的に批評
を執筆していく意欲のある方。11
月25日（土）または26日（日）の『RE/
PLAY Dance Edit』を観賞し、26日
（日）のディスカッションに参加する
こと。約2週間以内に批評（1200字～
4000字程度）を執筆すること。

報酬：	規定の執筆料
参加費：無料
募集人数：若干名（選考あり）
締切：	10月31日（火）20:00〔必着〕
※詳細はウェブサイトをご覧ください

※Topic01（P1）、イベント情報もご覧ください

KAC TRIAL PROJECT Co-program 2017 
カテゴリーD「KACセレクション」採択企画
京鹿の子絞ワークショップ2017
長年培われてきた技術を伝統工芸士から
直接学ぶ連続ワークショップ。
日程：	11月19日（日）－12月17日（日）
会場：	京都芸術センター
講師：	京鹿の子絞振興協同組合
料金：	6,000円（材料費込）
締切：	10月31日（火）〔必着〕
※応募書類は締切を待たずその都度選考し、
結果を通知。定員になり次第、募集終了
主催：	京鹿の子絞振興協同組合

Co-program 2018
共同制作・共同開催・共同実験プラン募集
企画内容から広報、運営、発表まで京都
芸術センターと共同で行う先駆的かつ実
験的なプランを募集。
応募期間：10月23日（月）－11月18日（土）
	 　　 20:00〔必着〕
事業実施期間：2018年4月1日（日）－
　　　　　　　2019年3月31日（日）

※Topic03（P4）もご覧ください

ロゼッタ 作曲作品公募
Co-programカテゴリーA（共同制作）採択企
画。2018年2月12日（月・祝）、現代音楽アン
サンブル「ロゼッタ」による結成公演。この
演奏会で初演する作品を募集します。
募集テーマ：「アジア回廊」
楽器リスト：マンドリン、クラシックギター、サクソ

フォン（ソプラノ・アルト・テナー）、左手ピアノ
締切：	11月25日（土）〔必着〕
選考委員：中堀海都（作曲家)、池田萠（作曲家

/2016年度公募採用作曲家)、勝冶真美（京
都芸術センター プログラムディレクター）、ロ
ゼッタ（橋爪皓佐、有馬圭亮、柴田高明、永
田参男、日下部任良、佐古季暢子、宮坂直樹）

応募資格：年齢不問
参加料：無料

各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前に
お申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※ 印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術
センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブ
サイトをご覧ください
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

伝統

伝統芸能文化創生プロジェクト
講座シリーズ＃2 無形文化遺産ってなに？
ユネスコの無形文化遺産保護の理念と、その意
義や問題点について、特に「文化遺産はだれの
ものか」ということに焦点を当てて考えます。
日時：	11月4日（土）17:00－18:30
会場：	フリースペース
講師：	俵木悟（成城大学文芸学部准教授）
料金：	無料
定員：	70名（事前申込可）

演劇

演劇計画Ⅱ－戯曲創作－
「S/F ―到来しない未来」
KAC S/F Lab. オープンラボ vol.3

「現実と時間」
戯曲創作と並行して展開する、科学とフィクショ
ンについてのレクチャー＆ディスカッションの第
3弾。哲学者の入不二基義氏を迎え、「現実であ
る」とはどういうことかに迫ります。
日時：	11月3日（金・祝）14:00－18:00
会場：	ミーティングルーム2
登壇：	入不二基義（青山学院大学教授）、松原俊

太郎、山本健介（委嘱劇作家）
料金：	無料
定員：	30名（先着順／要事前申込）

西尾佳織「内臓語にもぐる旅」
Co－programカテゴリーC（リサーチ、レクチャー、
ワークショップ）採択企画。西尾佳織（鳥公園主宰、劇
作家、演出家）との共同リサーチとして、メンバーと
共に「言葉」と「身体」の関係性をリサーチします。

公開勉強会
第１回
日時：	11月14日（火）15:30－17:00
ゲストスピーカー：砂連尾理（振付家、ダンサー）
第２回
日時：11月16日（木）13:00－15:00
ゲストスピーカー：小川さやか（文化人類学者、

立命館大学大学院准教授）

リサーチ報告会
日時：11月18日（土）15:00－17:00

会場：	ミーティングルーム2
料金：	無料
定員：	各回30名（要事前申込）
主催：西尾佳織、京都芸術センター

※Topic02(P4)もご覧ください

音楽

小さなオペラ『木の匙』
Co-programカテゴリーA（共同制作）採択企画。
夫婦をテーマにした、日本語によるオペラ上演。
日時：	12月8日（金）開場18:30 開演19:00
	 10日（日）開場15:30 開演16:00
会場：	講堂
演出：	乃村健一
出演：	乃村八千代、砂場拓也、武知朋子
料金：	一般前売3,000円／当日3,500円
	 学生前売2,000円／当日2,500円
チケット取扱：京都芸術センター
主催：	乃村健一、京都芸術センター

ダンス

KAC Performing Arts Program 2017 /
Contemporary Dance 国際共同製作

『RE/PLAY Dance Edit』
日時：	11月25日（土）開演19:00
	 26日（日）開演15:00
会場：	講堂
演出：	多田淳之介
振付・出演：きたまり、今村達紀、Sheriden 

Newman、Narim Nam、Chanborey 
Soy、Aokid、斉藤綾子、吉田燦

料金：	一般前売2,000円／当日2,500円
	 U25割引1,000円（前売のみ）
チケット取扱：京都芸術センター

[関連企画]
ウェルカムパーティー＆ディスカッション

「あなたのまちの踊りを教えて！」
日時：	11月19日（日）18:00－20:00
会場：	フリースペース
ゲストスピーカー：Sheriden Newman（シンガ

ポール）、Chanborey Soy、Narim Nam
（プノンペン）、Aokid（東京）

料金：	500円（ドリンク・フード付）
定員：	40名（要事前申込）
※日英逐次通訳あり

批評プログラム「〈批評〉をRE/PLAYする」
『RE/PLAY Dance Edit』上演後に、公募で募集
した批評執筆者によるディスカッションを行いま
す。執筆者は10月31日（火）まで募集します。
日時：	11月26日（日）17:00－19:00
会場：	和室「明倫」
ナビゲーター：藤原ちから（批評家・編集者）
料金：	無料
定員：	20名（先着順）
※募集情報もご覧ください

主催：	 京都芸術センター、NPO 法人Offsite Dance 
Project、RE/PLAY Dance Edit 実行委員会

※Topic01(P1)もご覧ください

K YOTO EXPERIMENT

パク・ミンヒ
『歌曲（ガゴク）失格：部屋5 』
韓国の伝統的唱和法「歌曲（ガゴク）」を通し、伝
統芸術の在り方を問うパフォーマンス作品。
日時：	10月20日（金）－22日（日）
	 27日（金）－29日（日）

各日13:00／13:20／13:40／14:00／
19:00／19:20／19:40／20:00

会場：	講堂
出演：	パク・ミンヒ ほか
料金：	一般前売2,000円／当日2,500円
	 U25前売1,500円／当日2,000円
	 高校生1,000円（前売・当日共）
	 ペア3,500円（前売のみ）
チケット取扱：前売券はKYOTO EXPERIMENT

チケットセンターのみ
TEL：075-213-5839（11:00－19:00）

※韓国語（日本語字幕あり）

神里雄大／岡崎藝術座
『バルパライソの長い坂をくだる話』
神里がアルゼンチン滞在中に取材した内容をも
とに創作した、スペイン語による新作。
日時：	11月3日（金・祝）19:30
	 4日（土）14:30☆
	 5日（日）13:00
☆ポストパフォーマンストークあり
会場：	講堂
出演：	マルティン・チラ、マルティン・ピロヤンスキー、

マリーナ・サルミエント、エドゥアルド・フクシマ
料金：	一般前売2,500円／当日3,000円
	 U25前売2,000円／当日2,500円
	 高校生1,000円（前売・当日共）
	 ペア4,500円（前売のみ）
※スペイン語（日本語字幕あり）

エドゥアルド・フクシマ ダンスワークショップ
神里雄大／岡崎藝術座『バルパライソの長い坂
をくだる話』に出演する、エドゥアルド・フクシマ
（ダンサー・振付家）によるワークショップ。
日時：	11月6日（月）、７日（火）18:00－21:00
会場：	講堂
定員：	20名
対象：	ダンサー、振付家、俳優、演出家、アー

ティスト、身体に興味のある方
料金：	4,500円（2日間通し）
申込：	KYOTO EXPERIMENT事務局
　TEL：075-213-5839（11:00－19:00）
※英語（日本語逐次通訳あり）

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ。（参加無料）

gallop「パフォーマンスの作り方
公開リハーサル＋質疑応答」
全員で演出をおこなうgallopのメンバーによる、
新作パフォーマンスに向けての制作過程を公開。
日時：	11月1日（水）19:00－20:30
会場：	制作室8
定員：	15名

正直者の会「正直者の会.labのup」
創作に向けて行っているボディーワークやシア
ターゲームを通して自分、他人、空間などへの
「気づき」を体験。
日時：	11月4日（土）19:00－21:00
会場：	制作室11
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください

絃楽合奏団B-one
「マンドリン音楽で聴くスペインへの旅」
情熱の国・スペインにゆかりのある曲を取り上
げます。マンドリンの音色に乗って、スペイン旅
行の気分を味わってみませんか？
日時：	11月5日（日）17:00－18:00
会場：	制作室12
定員：	20名

ANTIBODIES Collective
「解体―コミュニケーションとしてのダンスと言葉」
身体と言葉を組み合わせ、他者との関わり方や
即興的に反応するセンスを養います。
日時：	11月8日（水）19:30－21:30
会場：	制作室7
定員：	10名
持物：	タオル、飲み物など
※動きやすい服装でお越しください

日置あつし マルセロ・エヴェリン
「『bombastica』創作現場見学会」
哲学者のようなブラジル人振付家 マルセロ・エ
ヴェリンとノマドのような日本人舞踊家・日置あ
つしによる新たな世界の発露を試みる、その創
作現場を肌で感じてみませんか。
日時：	11月11日（土）16:00－18:00
会場：	制作室9
定員：	15名

ロスホコス 「ロスホコスと一緒に動いてみよう！」
身体を動かすことで、自分の身体を再認識して
みましょう。意外と自分の知らない面白い動きが
できるものです。
日時：	11月11日（土）18:00－20:00
会場：	制作室7
定員：	12名
※動きやすい服装でお越しください

劇団しようよ「子ども向け劇『劇団しようよの
スイミー』試演会」
レオ・レオ二作『スイミー』を子ども向けのお芝
居にして発表。小学生を対象としていますが、
大人の方も歓迎です。
日時：	11月12日（日）14:00－15:00
会場：	制作室４
定員：	20名
対象：	小学生以上

トランク企画「今の『わたし』を楽しもう！」
忙しい毎日で、ついつい置き去りにしてしまう
「わたし」の感覚。ほぐして、感じて、今という
瞬間にここにあることを感じながら一緒に遊び、
創造的な時間を過ごしましょう。
日時：	11月18日（土）19:00－21:00
会場：	制作室8
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください

K ACセレクション

第35回ペトロフピアノ・コンサート
『ピアノ来校100年記念 プレコンサート』
中村大三郎による屏風「ピアノ」のモデルとなっ
た明倫小学校のピアノ（ペトロフ社製）は、1918年
の開校50周年記念に寄贈されたものです。100
年の時を経て受け継がれる暖かな音色を、元小
学校の趣ある講堂で、お愉しみください。�
日時：12月1日（金）開場18:30 開演19:00�
会場：講堂�
出演：河合珠江（ピアノ）
プログラム：ショパン『華麗なる大円舞曲』、
	 リスト 『ペトラルカのソネット第104番』 ほか�
料金：	1,000円
主催・問合せ：明倫自治連合会�、明倫ペトロフの会（小島）
　FAX：075-231-0727

ANTIBODIES Collective
『EMPTY TERRITORIES』
岡山県・犬島全体を使用した回遊型公演に向けた、
ワークインプログレス公演。
日時：	12月2日（土）15:00／19:30
	 3日（日）15:00
会場：	フリースペース ほか
料金：	一般前売2,800円／当日3,300円
	 U25・学生前売2,500円／当日3,000円
	 高校生以下1,000円（前売・当日共）
出演：	ケンジル・ビエン、吉川千恵、加藤律、田

路紅瑠美、尾身美苗、斉藤成美、はなも
とゆか×マツキモエ、菊池航、池端美紀

チケット取扱：京都芸術センター、ANTIBODIES 
Collective、ヒト族レコード、Smoke me、ilili

※高校生以下のチケットはANTIBODIES Collective
ウェブサイトのみ取扱
主催・問合せ：ANTIBO HQ.
　TEL：090-8368-6578（代表）
　E-mail：contact@antibo.org

制作支援事業

渡邉野子 個展
『名前のない色-The Unnamed Color-』
絵画の中にしか存在しない色彩の魅惑的な美し
さを楽しむ展覧会。
会期：	11月7日（火）－11月25日（土） 
	 13:30－19:00 ※日・月休み  
会場：	Gallery G-77（中京区）　　　
料金：	無料
問合せ：Gallery G-77
　TEL：090-9419-9326　　　　　　
　E-mail：g77gallery@gmail.com

第25次笑の内閣『名誉男性鈴子』
日時：	11月9日（木）－14日（火）

※詳細スケジュールは公式ウェブサイトをご
覧ください

会場：	KAIKA（下京区）
料金：	一般予約3,300円／当日3,500円
	 U25予約2,800円／当日3,000円

※10月26日（木）まで先得チケット販売
問合せ：笑の内閣
　TEL：090-2075-0759（9:00－20:00）
　E-mail：waraino_naikaku_u@yahoo.co.jp
　WEB：http://warainonaikaku.sitemix.jp

絃楽合奏団B-one
『絃楽合奏団B-one第13回演奏会』
多くの映画音楽などを残した鈴木静一の世界
を、マンドリンで演奏。
日時：	11月18日（土）開場18:00 開演18:30
会場：	寝屋川市立地域交流センター アルカス

ホール（大阪府寝屋川市）
料金：	無料 
問合せ：絃楽合奏団B-one
　TEL：070-6680-5412（池上）　　　　　　
　E-mail：bone.concert@gmail.com

第248回市民狂言会
茂山忠三郎、襲名おめでとう！公演
日時：	12月8日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）
演目：	延命袋、文荷、呂蓮、室町歌謡組曲
出演：	茂山千作、あきら、千三郎、千五郎、

忠三郎 ほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京

都店、高島屋京都店、チケットぴあ
（Pコード：481-000）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱
主催：京都市

みみききプログラム
共通のテーマを「冬」とし音色に耳を傾ける
企画「みみきき（耳利き）プログラム」としてシ
リーズ化しました。
チケット発売日：すべて10月21日（土）10:00

#1 明倫レコード倶楽部 冬の会
日時：	12月16日（土）
	 受付14:00 開場14:30 開演15:00
会場：	講堂
講師：	いしいしんじ（作家）
料金：	500円（1ドリンク付）

#2 素謡の会
日時：	2018年1月25日（木）
	 受付18:00 開場18:30 開演19:00
会場：	大広間（待合：講堂）

演目：鉢木
ナビゲーター：田茂井廣道（能楽師・観世流シテ方）
出演：	味方團、林宗一郎、河村晴道、曽

和鼓堂、茂山逸平
待合演出：川㟢仁美（盆栽研究家）
料金：	前売1,500円／当日1,800円

#3 Kyo×Kyo Today
日時：	2018年1月31日（水）
受付18:00 開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
料金：	一般前売1,800円／当日2,000円
	 学生1,000円（前売・当日共）
主催：	京都市、京都芸術センター、京都

市交響楽団

3セット券：一般3,300円／学生2,500円（前売のみ）
半券割引：京都芸術センター窓口でのチ

ケット購入時に、「みみききプログ
ラム」の他の公演の半券をお持ち
いただいた場合、200円割引しま
す。1回のみ有効。

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、
ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・
イレブン、サークルＫサンクス）の専用端末
などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp
TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業
および 印の共催事業・制作支援事業
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伝統芸能文化創生プロジェクト
講座シリーズ＃2	無形文化遺産ってなに？

演劇計画Ⅱ－戯曲創作－「S/F	—到来しない未来」
KAC	S/F	Lab.	オープンラボ	vol.3	「現実と時間」

［明倫WS］gallop
「パフォーマンスの作り方	公開リハーサル＋質疑応答」

［明倫WS］ANTIBODIES	Collective
「解体─コミュニケーションとしてのダンスと言葉」

公開勉強会
第1回

西尾佳織「内臓語にもぐる旅」

リサーチ
報告会

公開勉強会
第2回

［明倫WS］ロスホコス	「ロスホコスと一緒に動いてみよう！」

［明倫WS］トランク企画「今の『わたし』を楽しもう！」

［明倫WS］劇団しようよ「子ども向け劇	『劇団しようよのスイミー』試演会」

［明倫WS］正直者の会「正直者の会.labのup」

［明倫WS］絃楽合奏団B-one
「マンドリン音楽で聴くスペインへの旅」

エドゥアルド・フクシマ	ダンスワークショップ

『RE/PLAY	Dance	Edit』[関連企画]
ウェルカムパーティー＆ディスカッション
「あなたのまちの踊りを教えて！」

KAC	Performing	Arts	Program	2017	/
Contemporary	Dance	国際共同制作
『RE/PLAY	Dance	Edit』

『RE/PLAY	Dance	Edit』[関連企画]
批評プログラム「〈批評〉をRE/PLAYする」

KYOTO	EXPERIMENT	2017
神里雄大／岡崎藝術座『バルパライソの長い坂をくだる話』

［明倫WS］日置あつし	Marcelo	Evelin	
「『bombastica』創作現場見学会」
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「市民狂言会」を観ようと京都観世会館に向かうと、
ギラギラと太陽が照りつける中、会館前には大人に交
じって小学生や未就学らしい幼児の行列ができてい
た。大人しく順番を待つ子らの「楽しみやなあ」という
声を耳にし、気持ちも弾む。夏ならではの光景だ。とい
うのも京都市は、昭和32年から大蔵流茂山社中の協
力を受けながら、市民に向けた「狂言会」を年に4回程
度主催している。中でも夏の公演は、児童生徒の夏休
み期間中だということもあり、子どもや初心者も楽しめ
るプログラムが組まれるのが恒例だ。つまり、伝統芸
能の公演にはめずらしく、お子様歓迎！の会なのだ。
まずは『蝸牛』。子ども向けとしてはおなじみの演目
で、何度観ても楽しい。物語は、太郎冠者（松本薫）が、
主人（茂山宗彦）から、「蝸牛（カタツムリ）という、長寿の
薬がある。特徴は、薮にいて、頭が黒く、腰に貝をつけ
ていて、時折角を出す」と聞かされ、山へ探しにでかけ
るところから始まる。この山の薮の中に寝ていたのが、
頭に黒い兜巾をかぶり、腰にホラ貝をぶらさげた山伏
（網谷正美）だ。太郎冠者はその特徴から、この山伏こそ
主人が言う蝸牛だと、勘違いをする。
それを窺い知った山伏は、蝸牛のフリをして太郎冠
者をからかう。そして冠者に囃しを促し、「でんでんむし

とにかく爽やかにストレートに伝わる感情が心地よ
かった。	柳美里原作の『雨と夢のあとに』は2005年に
テレビドラマとしても放送されていた。当時私も毎週欠
かさずに観ていた印象的な作品だ。主人公は小学六
年生の雨とその父親の朝晴。ある時、趣味の蝶採集の
ために台湾へ出かけた朝晴が不慮の事故で帰らぬ人
となる。朝晴は死んだという自覚がないまま雨のもとに
戻ってくる。死んだ朝晴の姿は気持ちがつながってい
る人にだけ見えるのだ。初めは朝晴の死に気づいてい
なかった雨だが、共に過ごすうちに少しずつ違和感を
覚えるようになる。
これは愛と死を題材にした親子の物語だ。主人公の
親子をはじめ、たくさんの登場人物の間にある愛が繊
細に描かれている。朝晴は自分の口で雨に自分の死を
伝えたことで"心残りがなくなり"本当の死を迎えること
となった。
学生たちの舞台にとにかく好感をもった。シンプル

に、真摯に伝えようとしていることに胸を打たれた。発
声、台詞の間、立ち回りなど技術的な課題は見受けら
れる。しかし、それらを爽やかな期待に変えるだけの
エネルギーが彼らにはあった。幅広い年齢層の登場人
物を、声色や佇まいなどの工夫で巧みに演じ分けてい
た。好感をもったのは役者に対してだけではない。舞
台美術が非常に良かった。全編通してほぼ同じ家具を
使用しながら、小物を変えることで見事に場面を転換し
ていた。また、舞台には簾のように水色の糸が吊られ

第247回 市民狂言会
8月9日（水）

京都観世会館（京都市左京区）

同志社大学第三劇場
夏期プロデュース公演『雨と夢のあとに』
8月25日（金）－27日（日）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　11 / 1 ▲ 11 / 30

子どもたちと共に
狂言を愉しむ

伝える・伝わることの
爽快感

伝統

ダンス

宇都宮ゆう子

ゆざわさな

むし、でんでんむしむし」と一緒に謡い、踊ってみせる。
さて、あまりにも太郎冠者の帰りが遅いので、心配し
て現れた主人。２人の様子を見て、「あれは蝸牛ではな
く山伏だ」と冠者を説得するが、すっかり山伏を蝸牛だ
と信じ込んでしまった太郎冠者は、聞き入れない。山伏
に誘われるままに、うたい、踊る。ついには主人まで踊
り出してしまう。
とにかく、山伏の網谷氏の熱量がすごい。「いつもよ

り余計に回しております」といわんばかりに、「でんで
んむしむし」と賑やかに囃し立て、ドッと子どもたちも笑
う。伝統芸能のあるべき姿を考えさせられる。
子どもたちが爆笑していたといえば、『鶏聟（にわとり

むこ）』だ。妻の家に聟入りする、聟（茂山逸平）が、舅（茂
山七五三）に挨拶に行く際、教え手（茂山千五郎）から、「鶏
聟」という名のデタラメな婿入りの仕方を教わる。この
デタラメに、心やさしい舅も調子を合わせてくれるのだ
が……。「こっこっこっ、こけー」という声が響く度に、子
どもたちも、キャッキャと大笑いする。
『棒縛』は、自分の留守中に酒を盗み飲む召使いを
苦 し々く思う主人（茂山茂）が、酒を飲まれないように太
郎冠者（山口耕道）を後手に、次郎冠者（茂山良暢改メ忠三
郎）を棒に縛り付けて外出をするが…、という作品だ。
しかし、そんなことでめげる２人ではない。手の自由を
奪われながらも助け合い、飲めやうたえやと、酒を酌
み交わす。その飲みっぷりが何ともユーモラスで、旨そ
うで。主人が帰ってくると、場内はドッとわく。子どもた
ちにとっては、親や教師にイタズラがバレた時の様子
が重なるのかもしれない。ゲラゲラと笑っていた。個人
的には、良暢氏の棒術も見事で、思わず見入ってしまっ
た。もちろん『竹生島詣』も素晴らしい舞台だった。
子どもたちのウケの良さには、演者の上手さは切り

離せない。一体となった会場は大変に居心地がよく、
いずれの演目においても、食い入るように舞台を見つ
める子らの眼差しも印象的だった。

ており、主人公の名前である「雨」を連想させる。朝晴
が雨に自分の死を告白するラストシーンでは、万華鏡
のようなキラキラと透明感がある照明にはっとした。朝
晴の告白を聞いた雨の「知ってたよ...とっくの昔に知っ
てたよ」という言葉を引き出すために効果的な演出で
あったと思う。
また、冒頭のダンスシーンもドラマのオープニング映
像を舞台に浮かび上がらせるような効果を持ち、印象
に残った。演劇作品にダンスシーンが組み込まれるこ
とは少なくないようだが、中でも今作のダンスシーンは
秀逸であった。ドラマの主題歌だった「雨と夢のあとに」
という曲に合わせ、コートを着た役者たちが傘を使っ
て踊っていた。開閉や回転といった傘の動きから、まる
で傘が雨の中で揺さぶられているように見え、作品の
雰囲気をわかりやすく伝えていた。コートを着て踊って
いた役者たちは、その後の場面転換にもコート姿で現
れた。彼らの登場はシーンの切り替えを意味すること
が観客にも受け取りやすく、集中を途切らせることなく
作品に入り込めた。舞台美術、照明、場面転換、あら
ゆる点で演出のアイディアが光った。
客席では涙ぐむ姿も見られた。それだけ演者や演出

家の想いが伝わってきた、ということだろう。切ない作
品でありながら、見終えたあとは清涼飲料を飲んだよ
うな爽快感を感じた。技術的な課題をいかに超えて行
くのかということも含めて、舞台から真摯に伝えようと
する彼らのこれからに期待したい。

（8月25日18時の回を観劇）

うつのみや	ゆうこ／フリーライター、編集者●８月末発刊の『伊勢の陰陽
師が教える「開運」の作法』（一宮寿山著、三笠書房刊）が三刷となりました。
現在、続編を製作中です。

ゆざわ	さな／ダンサー、ダンス講師、The	bomb/舞台企画back☆pack主
催●神戸大学大学院に在学し、「自己肯定感を高めるための身体表現ワー
クショップ～プログラムの考案と効果の検討～」を論題に修士論文を執筆
中。平行して、子どもたちとダンスやバレエのレッスンをする毎日です。

再び「台風」が来ている。天気の話ではない。1950年
代に日本中を熱気につつんだ「アンフォルメル旋風」で
ある。アンフォルメル（Art	 Informel、「不定形、非定型」の意）
とは、1950年代にフランスを中心に展開された抽象絵
画の動向である。表現行為の痕跡、激しい色彩、物質性
の強い絵肌を特色とし、アメリカの抽象表現主義や日本

け継ぐ稀代の作家である。田中はこれまで「火」を画材
に、紙や木、廃材、ビニール、鉄板を焦がし、燃やし、溶
け、歪ませる物質性を露わにした平面、立体作品を制作
してきた。作者の意思と火力の偶然性が生み出す熱力
学は、アンフォルメルや1960年代後半のイタリアの美術
運動アルテ・ポーヴェラに影響を与えたアルベルト・ブッ
リの《燃焼》シリーズを思い起こさせる「熱」がある。だ
が、田中がブッリやアンフォルメルの焼き直しかといえ
ばそうではない。
今回の個展では、アンフォルメルとミニマルという
2つの対極的な面を示しているようにみえた。例えば、
《meltrans》シリーズはアンフォルメルだ。鉄板にビ
ニール袋をドット状に配置し、バーナーで燃やすこと
でビニールが液状化し、鉄も歪む「熱い抽象」だ。一方、
《meltrans	 -	warp》はミニマルだ。薄い鉄板を異なる
角度からバーナーを当て、加熱によって鉄が湾曲した
後、取手のような針金が打ち込まれる。鱗のような熱跡、
地形図のような起伏が火力の痕跡をとどめるが、表面的
には色彩もなく、村岡三郎の彫刻にも通じる寡黙な鉄の
変性を見せる。

の具体美術協会とも共通点が多い。
当時の日本の美術界に大きな影響を与えたアンフォ

ルメルだが、近年、その再評価と検証が活発である。「ア
ンフォルメルとは何か？」（ブリヂストン美術館、2011）、「内と
外—スペイン・アンフォルメル絵画の二つの『顔』」（国立西
洋美術館ほか、2013）、「あの時みんな熱かった！アンフォル
メルと日本の美術」（京都国立近代美術館、2016）をはじめ、
ジャン・フォートリエ、ピエール・アレシンスキー、ヴォル
ス、具体美術協会の作家たち、抽象表現主義のジャクソ
ン・ポロックなどの展覧会が続々開催され、さながら日本
の美術界はいま、アンフォルメル旋風の再上陸である。
なぜ、いまアンフォルメルなのだろうか。いろいろな
理由が考えられるが、物質性なきデジタル、ヴァーチャ
ルな現代において、激しい色彩の物質性やエネルギー
が見られるアンフォルメル作品を通じて、私たちはかつ
ての前衛美術の熱気や熱量を再び夢見ているのかもし
れない。では、アンフォルメルのような「熱」は現代には
もう見られないのだろうか。
先ごろeN	 artsにて8度目の個展『Expected	 The	

Unexpected』を行った田中真吾は、アンフォルメルを受

田中は、本展で「熱い」アンフォルメルの季節からミニ
マルな「冷たい抽象」へと変化したのだろうか。作品に刻
まれた火の痕跡はさらなる展開を暗示させる予熱を身体
に残し、さらなる季節の到来を感じさせた。

田中真吾個展『Expect The Unexpected』
9月1日（金）－9月30日（土）

eN arts（京都市東山区）

ミニマルアンフォルメル

美術

平田剛志 ひらた	たけし／美術批評●ジム・ジャームッシュ監督の映画『パターソン』を
見ました。詩やアートは日 の々傍らにある秘密のノートのようなもの。アーティ
ストとは職業ではなく生き方であると教えてくれる傑作でした。A-ha	!

図書室休室日：11月30日（木）

Photo	by	Tomas	Svab

撮影：清家初音
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KAC TRIAL PROJECT / Co-program
カテゴリーC「共同実験」（リサーチ、レクチャー、ワーク
ショップ）採択企画

西尾佳織
「内臓語にもぐる旅」

TO P I C  02

TO P I C  03

「内臓語にもぐる旅」は、あらゆる芸術の根本である「言葉」と「身体」
の関係性を様 な々切り口から捉えることで、日本語の底流にある

思考を解き、創作を根底から見つめ直すことを目指しています。タイトル
の内臓語とは、詩人・評論家の吉本隆明が掲げた言葉で、「腹黒い」	「へ
そ曲がり」など、身体に関する具体的な言葉で精神の抽象的な事象を表
す、オーストロネシア語群（もしかすると日本も含む）で話されたものです。
　リサーチは、演出家、劇作家、プロデューサー、イラストレーター等、多様
な背景を持つ7名のクリエイターグループで行い、個 に々設定した小テー
マのリサーチ経過を月に一度の勉強会（非公開）で発表するほか、日 、々ＳＮＳ
で情報を共有しています。小テーマは、文化圏や時代による自他の捉え方
の違いや可能性、内臓の営みの記号化、芸術作品における女性言葉など
様 に々分岐しており、大テーマの問いに多角的にアプローチしています。
　11月のリサーチ集中期間には、砂連尾理（振付家、ダンサー）と小川さやか
（文化人類学者、立命館大学大学院准教授）をゲストに迎える公開勉強会や、
これまでのリサーチのまとめとして報告会を行います。ほとんどの日本
語話者にとって、普段話している日本語は幼いころからの教育で意図
せず体得した言語であり、当たり前に在ります。クリエイターが、その言
葉に潜む無自覚だった思想や体内との繋がりを見つける時、作品にど
のように影響するのか、創作の源に迫ります。

京都芸術センターは、挑戦的な芸術表現を追求するアーティスト
を支援しています。Co-programは、事業プランを公募し、その

実現に向けて京都芸術センターと協働で取り組むプログラムです。公
演、展覧会、リサーチ、発表に限定して支援を行う「KACセレクション」
の、実施形態の異なるAからDの4つのカテゴリーから選んで応募して
ください。特にカテゴリーCは、発表を目的としたものでなくても、現
状の芸術シーンにおいて必要と思われるリサーチ、レクチャー、ワー
クショップ等を対象とした柔軟性の高いカテゴリーです。
　アイデアはあっても具現化する方法や場所が見つからないという
若手アーティストや、自分たちだけでは実現が困難なプランに取り組
みたい企画者に、ぜひ活用してほしいプログラムです。ワクワクする
ような企画をお待ちしています。

「内臓語にもぐる旅」は、「言葉」と「身体」の関係性に迫る、西尾佳織との共同リサー
チプロジェクトです。今年の8月から11月まで、「わたしたちの話す日本語はどう
やって現在の形になったのか？」をテーマに、リサーチを進めています。11月には、
公開勉強会とその報告会を開催します。

創作・発表の幅をさらに広げるために、応募者と京都芸術センターが共同して開催
するプランを募集します。

京都芸術センターでの本リサーチは11月に一旦終了しますが、メンバーの旅はまだまだ続くので、今後
の作品にどのように影響が現れるのか楽しみです。 堀越芽生子（アートコーディネーター）

応募締切は11月18日です。応募に際して不明な点があれば、お気軽にお問合せください！
奥村麻衣子（アートコーディネーター）

西尾佳織 「内臓語にもぐる旅」
Co-Program	カテゴリーC「共同実験」（リサーチ、レクチャー、ワークショップ）
採択企画。

公開勉強会
第１回
日時：11月14日（火）15:30－17:00
ゲストスピーカー：砂連尾理（振付家、ダンサー）
第２回
日時：11月16日（木）13:00－15:00
ゲストスピーカー：小川さやか（文化人類学者、立命館大学大学院准教授）

リサーチ報告会
日時：11月18日（土）15:00－17:00
報告者：リサーチメンバー

会場：	ミーティングルーム2　料金：無料　定員：各回30名（要事前申込）
主催：	西尾佳織、京都芸術センター

※イベント情報（P4）もご覧ください

「S/F	―到来しない未来」をテーマに、二人の劇作家が執筆
中の『演劇計画Ⅱ』。松原俊太郎、山本健介が取り組む新作戯
曲の第一稿が、11月1日（水）、遂にウェブサイトにて公開されま
す。二人の劇作家は、果たしてどのようなSFを構想している
のでしょうか。公開された戯曲の第一稿はクリエイティブ・コモ
ンズライセンスに基づき、一定条件下で自由な上演や二次創
作が許諾されています。最終稿へ向かっていくだけでなく、こ
こから思いもよらない未来が生まれてくるのかもしれません。
演劇計画Ⅱアーカイブウェブサイトでは、戯曲第一稿のほ
か、創作に並行して開催されているKAC	S/F	Lab.の資料
も順次公開していきます！

新
作
戯
曲
第
一
稿
、

公
開
！

演
劇
計
画
Ⅱ
│
戯
曲
創
作
│

「
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／
F
│
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未
来
」

西尾佳織 （にしお かおり）
1985年東京生まれ。幼少期をマレーシアで過ごす。東京大学にて寺山修司を、東京
藝術大学大学院にて太田省吾を研究。2007年に鳥公園を結成。2014-2017年	アトリ
エ劇研アソシエイトアーティスト、2017-2018年度	公益財団法人セゾン文化財団ジュ
ニア・フェロー。

Profile

リサーチメンバー
西尾佳織（鳥公園主宰、劇作家、演出家）、篠田栞（仮面劇作家、田

タ
○
ポ
田
タ
）、橘康仁（テレビドラ

マプロデューサー）、林伸弥（ピンク地底人主宰、劇作家、演出家）、山口茜（劇作家、演出家）、
山本悠（イラストレーター）、和田ながら（したため主宰、演出家）

第2回勉強会の様子

http://engekikeikaku2.kac.or.jp/

松原俊太郎
 『カオラマ』

山本健介
『私たち五億一人一人』

Co-program 2018

京都芸術センターと共同で実施する
公演・展覧会・ワークショップ等のプラン募集！

Co-program 2018 共同制作・共同開催・共同実験プラン募集
企画内容から広報、運営、発表まで京都芸術センターと共同で行う先駆的
かつ実験的なプランを募集。4つのカテゴリーから選んで応募してください。
カテゴリーA：「共同制作」（公演事業）
カテゴリーB：「共同開催」（展覧会事業）
カテゴリーC：「共同実験」（リサーチ、レクチャー、ワークショップ等）
カテゴリーD：「KACセレクション」（演劇、ダンス、音楽、伝統芸能等の舞台芸術

の分野で、発表に限定して支援を行う）

応募資格：意欲的な芸術表現を試み、市民との交流に対する意欲を持ち
ながら活動を継続的に展開している芸術家・芸術団体及びそれら
を支援する個人・団体

応募期間：10月23日（月）－11月18日（土）20:00〔必着〕
事業実施期間：2018年4月1日（日）－2019年3月31日（日）
※支援内容はカテゴリーに応じて異なります。詳細は要項及びウェブサイトをご
覧ください

※募集情報（P2）もご覧ください

Co-program	2017	カテゴリーB	「共同開催」（展覧会事業）
『のっぴきならない遊動：黒宮菜菜／二藤健人／若木くるみ』　photo	by	Kai	MAETANI

Co-program	2017	カテゴリーC	「共同実験」（リサーチ、レクチャー、ワークショップ等）
「カポエィラ・アンゴーラ－身体・音楽・精神のトランス－」
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／
阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。

○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・
談話室・チケット窓口　　　　　	……… 10:00－20:00

○カフェ	……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室	 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　		twitter：@Kyoto_artcenter
　		http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　		twitter：@Kyoto_artcenter

京都芸術センター窓口、もしくは下記ウェブサイトより
ご注文いただけます。
http://www.kac.or.jp/shop/

NEW INCUBATION 8
伊藤隆介×中田有美

『ジオラマとパノラマ
̶Diverting Realities』
展覧会カタログ 定価 500円（税込）


